
 

１ 特別支援教育移行事業の全体構想      

   

                                
                                 

 
 
 
 

   
                                                          
                                                           

                             
  
                                                

 
 

      
 
 
                                 

 
                              

 
 
                                           

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                                                                                                               

                                               

２ 副籍モデル事業                                                         

  
  
   
  
  

特別支援教育担当者連絡協議会 

・年間２回実施。２回目は、重点校の実践事例発表。

特別支援教育コーディネーター研修会(年間４回実施)

平成１６年度から実施の研修事業

通級指導学級において蓄積してきた心身障害教育のノウハウの活用及びボ

ランティアとの連携を中心とした特別支援教育体制の整備方法を検証する。

都立盲・ろう・養護学校及び通級指導学級との連携を中心とした特別

支援教育体制の整備方法を検証する。 

八王子市教育委員会 第１群の重点校 

(８校) 

医療 

(梅ヶ丘病院など) 

ＮＰＯ法人ＣＥセンター

(学校心理士) 

八王子市内の 

都立盲・ろう・養護学校

市教委      通級指導学級設置校(２校) 

         

    

週一回定期的巡回 

固定学級設置校     心身障害学級未設置校 

(２校)            (２校) 

巡回相談

相談支援

学校への財政支援 

(補助員の派遣等) 

都立盲・ろう・養護学校と連携 

・特別支援教育研究協議会を中心に、都立

八王子養護学校を窓口とした連携体制を

構築する。(学期２回程度開催) 

・市立学校への支援機関及び教材等の支援

内容リストの作成や様々な研修の整理統

合を検討する。 

首都大学東京との連携 

・第一群を中心にした連携体制を構築する。

・第三中にスーパーバイザーとして入ってい

る。 

市立全小・中学校における特別支援教育システムの構築(例) 

            
                
 
 

 
 
 
 
          
 

 
         
 

学級担任

の気付き

保護者 

の気付き

ＮＰＯとの連携 

・単価契約による業務委託を行う。 

・市内全域の学校にかかわる。 

学校既存の相談組織 

・学年会 ・教育相談

専門家 

チーム 
保護者

通常学級                      特別支援教室 
 

 

固定学級・通級学級 

特別支援教育の実施

交流・共同学習 人的支援
特別なニーズに応じた指導

八王子市特別支援教育推進協議会の設置 

・本事業を円滑かつ効果的に推進し、必要な事項

の研究・検証、評価を行う。 

重点地域における 
コーディネーター連絡会

専門家によるネットワークの構築 

の関係諸機関を中心とした専門家による連携及び協力体制をつくる。

子ども家庭部及び保健所との連携 

・ 子育て相談センターや保幼少子育て連絡協議会、障害児等保育連絡会

との連携を図る。 

平成１６年度は、八王子市内の都立盲・ろう・養護学校(立川ろう

学校を含む)在籍児童・生徒から、１０名(小学校８名、中学校２名)

選定し、都立盲・ろう・養護学校及び該当校に対する説明会を平成１

６年11月)に行い、個々の実態に応じて具体的な交流を実施中。 

平成１７年度は、該当する児童・生徒全員にその対象を広げて実施

していく予定

学生ボランティア等 
帝京大学・中央大学・明星大学など 

柏木・南大沢・宮上・

秋葉台・愛宕・松木 

上柚木・長池 

第二・第五・第八 

中野北・船田・横川 

（近隣の通級指導学級が重点校へ協力）

保護者への説明会の開催 

・新規重点校 13 校のうち、

９校実施 

第２群の重点校 

(６校) 

八王子市における特別支援教育体制の構築に向けて

第１群（小学校群） 第２群（小学校群）

様々な連絡協議会との連携 
スクールカウンセラー・メンタルサポーター

八 王 子 市 教 育 委 員 会 
平成１７年７月現在

八王子市特別支援教育
支援チーム 

コーディネーター連絡会の実施 
・重点地域で月１回程度開催する。 
・実態に即した支援体制の整備及び研修会を
行う。 

関係者による支援チームの編成 
・医療機関、児童相談所、近隣の通級指導

学級の教員等、学校の実態に応じて編成

し、各校の支援会議に出席する。

第４群（中学校群）

就学前の関係機関及び通級指導学級と連携を中心とした特別支援教育体制の整

備方法を検証する。  

第３群（小学校）  

小学校での実践を参考に、中学校における特別支援教育体制の整備方法を検証す

る。 

第５群（小中学校群）

小・中の連携を中心とした特別支援教育体制の整備方法

を検証する。 

鑓水小・中 

第二・第三・打越 

宮上・南大沢 

 
 
首都大学東京 

(浜谷研究室) 
 

第４群の重点校 

(５校) 

第３群の重点校

(５校) 

横山第一・散田・椚田 
由井第一小・みなみ野 
（近隣の通級指導学級が重点校へ協力）

コーディネーターを中心とした校内の委員会
①実態把握・判断  ②個別指導計画  

③対応策の検討 

・夏季パワーアップ研修会(特別支援教育・心身障害教育) 

・心身障害教育担当者連絡会(年間３回) 

・研究推進委員会(心身障害教育班 年間８回) 

既存の研修事業 

第５群の重点校

(２校) 

・研究推進委員会(心身障害教育班の研究を年間８回実施する。

・授業実践を３回行い、関係諸機関と連携を図った実践モデル

を３つ提示する。 

・市としての個別指導計画のフォーマットを提示する。 

先進的な実践 

・のぞみ発達クリニック及び八王子養護学校の協力を得て、意
図的計画的な事例研究を年3回実施 
・管理職も対象にした研修会を12月に実施 


